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子
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流
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加
 
田

さ
 
 
く
 
 
を

 
十
七
・
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
で
流
行
し
た
名
流
婦
人
の
サ
ロ
ン
に
先
行
す
る

こ
と
七
・
八
百
年
置
東
洋
の
日
本
に
お
い
て
、
貴
婦
人
達
に
よ
っ
て
華
や
か
に

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
が
花
ひ
ら
い
た
。
も
と
よ
り
、
そ
の
先
輩
は
玉
代
の
公
主

サ
ロ
ン
で
、
そ
の
全
盛
期
の
声
誉
が
日
本
の
詩
劇
・
後
宮
サ
ロ
ン
を
刺
激
し
た

の
で
あ
る
が
・
そ
れ
は
蜘
に
ゆ
ず
る
・
貴
婦
人
の
サ
。
ン
の
中
心
人
物
数
＋

人
申
、
皇
后
定
子
は
実
力
に
お
い
て
恥
1
で
あ
る
。
定
子
の
も
つ
漢
文
芸
・
日

本
文
芸
の
素
養
・
服
飾
感
覚
等
、
サ
ロ
ン
の
主
人
公
と
し
て
の
器
量
・
資
質
の

由
来
を
、
今
回
は
そ
の
血
統
に
視
座
を
す
え
て
、
一
門
の
文
芸
活
動
を
あ
と
づ

け
る
。
在
原
業
平
、
高
階
一
門
、
中
関
白
一
用
か
ら
命
じ
め
、
定
子
、
三
子
、

砧
子
、
達
子
の
活
動
に
言
及
し
て
ゆ
く
。
し
ぜ
ん
、
平
安
朝
の
文
芸
界
に
彼
ら

が
果
し
た
役
割
に
照
明
を
あ
て
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

 
e
 
在
原
業
平
・
斎
宮
悟
子
よ
り
定
子
以
前
迄

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①
-
一
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『
此
皇
子
事
所
思
食
歎
尤
可
然
、
抑
忠
仁
公
寛
大
長
者
也
、
昔
水
尾
天
皇
者
文

徳
天
皇
第
四
子
也
、
天
皇
愛
姫
紀
氏
所
産
第
一
皇
子
、
依
其
母
愛
亦
被
優
寵
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
O

帝
有
以
正
嫡
令
嗣
皇
統
之
志
、
．
然
而
第
四
皇
子
以
外
義
父
忠
仁
公
朝
家
数
臣
之

I
-
l
-
1
一
②
 
・
 
一

故
、
遂
魔
窟
愚
父
、
今
左
大
臣
者
選
評
今
重
臣
外
戚
其
人
也
、
以
外
孫
第
二
皇

子
定
鷹
欲
爲
儲
宮
、
尤
可
然
也
、
今
聖
上
錐
受
理
嫡
爲
儲
、
丞
相
未
必
早
承

引
、
當
有
御
願
、
時
代
薄
薄
事
若
重
々
、
如
不
得
弓
矢
之
者
、
聞
耳
無
盆
、
徒

不
可
薬
嚢
神
襟
、
仁
和
先
帝
依
有
皇
運
、
錐
及
老
年
潜
居
帝
位
、
恒
貞
親
王
始

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③

三
三
武
、
終
被
奔
置
、
前
代
得
失
略
如
比
、
如
此
大
事
只
任
宗
廟
祉
穫
之
神
、

 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
④
一
 
 
 
 
 
 
 
「
 
 
 
 
 
 
'
一
1

非
敢
人
力
之
所
及
者
也
、
但
故
皇
后
宮
外
戚
杜
氏
之
先
、
依
齋
宮
事
爲
其
後
胤

之
者
、
皆
以
不
和
也
、
今
三
皇
子
忌
無
所
怖
、
能
可
被
溝
隠
太
神
宮
也
、
猶

有
愛
憐
之
御
意
、
給
年
官
田
爵
井
年
給
受
領
之
吏
等
、
今
一
爾
宮
臣
得
恪
勤
之

便
、
三
三
計
也
者
、
…
…
』

 
右
は
一
條
帝
譲
位
直
前
の
様
相
を
詳
か
に
伝
え
る
。
一
條
帝
が
譲
位
に
際
し

て
、
第
一
親
王
敦
廉
を
春
宮
に
す
べ
き
か
、
第
二
親
王
敦
成
に
す
べ
き
か
、
行

成
に
下
問
す
る
条
で
あ
る
。
本
来
、
東
宮
は
生
母
が
皇
后
で
あ
り
、
第
一
親
王

で
あ
れ
ば
問
題
な
く
立
面
の
運
び
と
な
る
。
祖
父
中
関
白
道
隆
、
生
母
定
子
皇
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権
大
納
言
行
成
の
権
認
、
寛
弘
八
年
五
月
の
條
・

廿
七
日
庚
子
 
錐
有
所
螢
、
無
便
篭
居
、
相
扶
参
匹
、
爲
御
産
駆
除
、
自
今
日

限
三
日
「
仁
王
経
不
断
経
御
盛
経
被
行
、
有
丁
香
御
讃
経
、
未
始
之
互
有
召
、

候
御
前
、
仰
云
、
可
譲
位
之
由
一
定
二
成
、
一
親
王
雨
池
如
何
哉
、
即
奏
云
、

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
 
i
皇
后
定
子
と
そ
の
三
流
一
（
1
）



后
が
存
生
で
あ
れ
ば
、
慈
な
く
敦
康
親
王
が
皇
儲
と
な
っ
て
い
た
筈
。
し
か

し
、
・
申
事
自
、
皇
后
と
も
に
亮
じ
、
伯
父
内
大
臣
伊
周
ら
が
花
山
院
に
不
敬
罪

を
犯
し
、
流
請
に
遭
っ
て
以
来
、
一
門
は
権
力
の
座
を
悉
く
逐
わ
れ
、
左
大
臣

道
長
の
天
下
と
な
っ
た
。
一
條
帝
は
左
大
臣
の
孫
早
成
親
王
を
考
え
ざ
る
を
え

な
く
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
権
大
納
言
行
成
は
、
①
先
例
と
し
て
文
徳
帝
が
皇

儲
を
決
定
す
る
に
際
し
て
選
ん
だ
道
を
提
示
す
る
。
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
正
四
位
ド

 
第
一
親
王
惟
喬
 
有
爵
静
子
 
祖
父
 
紀
名
虎

 
 
-
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
太
政
汰
臣
良
房

 
第
四
親
王
惟
仁
電
導
明
子
 
祖
父
 
忠
仁
公

「
以
外
祖
父
忠
仁
公
朝
家
重
臣
之
故
」
遂
に
第
四
皇
子
が
皇
儲
と
な
っ
た
と
。

つ
い
で
、
②
現
代
の
情
勢
に
言
及
す
る
。
 
「
今
左
大
臣
者
亦
当
今
重
臣
外
戚
其

人
也
」
外
孫
第
二
親
王
を
踊
場
に
と
願
望
し
て
い
る
。
帝
が
第
一
親
王
を
立
国

さ
せ
よ
う
と
し
て
も
左
大
臣
が
容
易
に
承
服
す
ま
い
。
…
…
文
徳
帝
の
選
択
の
．

場
合
と
事
情
が
異
な
る
の
は
、
第
一
皇
子
が
皇
后
腹
、
外
祖
父
が
関
白
で
あ
っ

た
と
い
う
出
自
の
高
貴
さ
で
あ
る
。
こ
れ
は
無
視
し
え
ぬ
条
件
で
あ
る
。
こ
こ

 
 
 
 
 
 
（
光
孝
）

に
、
行
成
は
、
仁
和
帝
は
皇
運
あ
る
に
依
っ
て
老
年
に
及
ん
で
帝
位
に
登
り
、

恒
貞
親
王
は
春
宮
に
な
り
な
が
ら
、
廃
立
さ
れ
た
。
皇
位
と
い
う
大
事
の
決
定

は
、
③
「
宗
廟
社
櫻
の
神
意
」
に
よ
る
も
の
で
、
 
「
敢
て
人
力
の
及
ぶ
所
に
あ

ら
ず
」
と
断
言
し
、
切
り
札
と
し
て
、
④
「
故
皇
后
外
戚
高
氏
之
先
、
依
齋
心

事
為
其
後
挙
止
者
、
皆
早
宮
和
也
、
今
為
皇
子
非
・
無
・
所
・
怖
、
能
可
・
被
レ

二
二
謝
太
神
宮
一
也
」
…
…
と
、
伊
勢
大
神
宮
を
持
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
決
定
的
ダ
メ
ー
ジ
と
し
て
直
後
に
言
葉
を
つ
づ
け
て
、
 
「
猶
有
愛
憐
之
御

意
…
」
と
、
敦
康
を
外
し
た
後
の
対
応
を
迄
「
早
宮
年
爵
…
」
と
、
こ
と
こ
ま

か
に
進
言
す
る
。
即
ち
、
い
や
し
く
も
、
立
坊
ひ
い
て
は
即
位
渕
魍
の
否
定
条

件
と
し
て
、
公
人
権
大
納
言
が
天
皇
の
諮
問
に
応
じ
て
あ
げ
た
『
母
宮
の
一

件
」
は
、
こ
れ
は
（
権
大
納
言
も
、
こ
れ
に
反
論
も
否
定
も
し
な
か
っ
た
一
條

帝
も
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
、
 
「
事
実
で
あ
る
」
と
し
て
認
定
し
て
い
た
何
よ

り
の
証
拠
で
あ
る
。
即
ち
、
高
階
氏
系
図
、
皇
胤
紹
運
録
が
記
載
す
る
よ
う

に
、
在
原
業
平
と
齋
宮
悟
子
と
の
問
に
出
生
の
崇
厳
が
、
高
階
家
に
入
り
、
そ

の
血
統
が
高
貴
子
か
ら
皇
后
定
子
に
、
第
一
親
王
敦
康
に
流
れ
て
い
る
と
い
う

事
は
、
寛
弘
八
年
五
月
廿
七
日
の
時
点
に
お
い
て
、
天
皇
、
権
大
納
言
に
よ
っ

て
確
認
さ
れ
、
皇
儲
と
し
て
は
失
格
の
烙
印
を
押
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
更

に
、
そ
の
事
実
を
、
権
大
納
言
行
成
が
、
克
明
に
お
の
れ
の
日
記
に
記
し
つ
け

て
い
る
事
は
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
行
成
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
進
言
に
自
信

と
自
負
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
彼
の
こ
．
の
提
言
が
、
い
う
な
れ
ば
、
 
一
言
も

っ
て
紫
野
の
立
坊
を
決
定
し
、
後
一
條
帝
を
出
現
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

 
さ
て
、
本
稿
は
、
師
尚
を
高
手
の
先
と
認
定
し
た
権
大
納
言
、
、
一
條
帝
に
し

た
が
っ
て
、
定
子
の
先
祖
に
業
平
・
悟
子
の
血
統
と
い
う
も
の
を
考
え
て
ゆ
く

こ
と
に
す
る
。

ω
 
百
済
系
帰
化
人
の
血
統

 
桓
武
帝
は
母
高
野
新
（
御
）
笠
か
ら
、
百
済
系
帰
化
人
の
血
統
を
承
け
て
い

る
。
続
紀
延
暦
八
年
十
二
月
「
…
皇
太
后
姓
和
氏
、
誰
新
訓
、
公
正
一
位
乙
継

二
女
也
、
母
贈
正
一
位
大
枝
朝
臣
眞
妹
、
后
先
出
・
自
二
百
済
武
暴
挙
之
子
純
随

太
子
一
…
」
と
記
す
。
桓
武
帝
自
身
も
後
宮
に
九
人
1
（
坂
上
春
子
、
百
済
王
孝

法
、
百
済
王
恵
信
、
錦
部
連
真
奴
、
全
全
子
、
百
済
王
敬
仁
、
玄
人
内
親
王
、

百
済
貞
香
、
百
済
永
継
）
1
の
百
済
系
帰
化
人
の
血
統
を
ひ
く
後
宮
を
納
れ

て
、
葛
井
、
太
田
、
朝
原
、
春
日
、
高
津
、
駿
河
、
善
原
の
諸
親
王
・
内
親
王
．

及
び
良
峯
安
世
と
い
う
帰
化
人
系
血
統
の
濃
い
子
女
を
多
勢
も
う
け
た
。
長
子

噛
、
，
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の
平
城
帝
も
ま
た
、
百
済
系
帰
化
人
を
後
宮
に
鴨
れ
た
。
そ
の
子
阿
保
親
王
、

在
原
業
平
の
父
は
、
続
日
本
後
記
に
、
 
「
承
和
九
年
十
月
壬
午
弾
正
サ
三
品
阿

保
親
王
麗
、
…
平
城
之
第
一
皇
子
也
、
母
葛
井
氏
…
…
親
王
素
性
謙
退
、
才
兼

文
武
、
有
瞥
力
、
妙
絃
歌
、
春
秋
五
十
一
而
麗
」
、
こ
の
葛
井
氏
は
、
葛
井
宿

二
道
狂
女
藤
子
で
、
葛
井
連
は
百
済
辰
孫
王
脚
継
、
嘉
定
君
之
後
商
、
百
済
族

中
の
大
虚
也
と
称
さ
れ
る
出
自
で
あ
る
。
業
平
母
は
桓
武
皇
女
伊
豆
内
親
王
、

こ
れ
又
、
母
が
帰
化
人
系
で
あ
る
。
中
納
言
乙
叡
女
鑑
南
子
。
乙
訓
は
「
母
尚

侍
百
済
王
明
信
被
帝
寵
渥
、
三
三
以
父
母
旧
故
、
回
歴
顕
要
、
至
中
納
言
、
性

頑
驕
、
好
弓
馬
、
縁
山
渇
水
、
多
置
別
業
以
信
宿
之
、
必
備
内
事
、
推
国
天
皇

騨
為
太
子
時
、
乙
叡
侍
宴
、
潟
酒
不
敬
、
天
皇
含
之
、
後
遭
伊
予
親
王
事
、
辟

連
理
叡
、
免
帰
子
第
、
自
知
無
罪
、
以
隻
手
終
、
蝶
番
八
」
（
日
本
後
紀
）
桓
武
帝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
尚
侍
従
二
位
百
済
王
明
信
を
寵
愛
し
、
又
、
そ
の
孫
女
南
子
を
も
後
宮
に
覆

れ
て
伊
豆
内
親
王
を
設
け
た
。
嵯
峨
帝
も
百
済
王
貴
命
と
の
間
に
忠
良
親
王
、

百
済
王
慶
命
と
の
間
に
源
定
を
設
け
た
。
こ
の
忠
良
親
王
は
「
容
貌
美
麗
、

貞
観
十
八
年
二
月
莞
、
五
十
八
、
時
人
愛
惜
」
皇
胤
紹
写
録
と
い
い
、
母
貴
命
は

「
史
記
妹
麗
、
閑
於
女
工
」
と
称
さ
れ
女
御
と
な
っ
た
人
物
。
査
定
の
子
至

は
、
伊
勢
物
語
に
「
天
の
下
の
色
好
源
至
」
と
し
る
す
と
こ
ろ
。
百
済
系
貴
族

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
百
済
系
貴
族
と
好
色
三
三
ヒ
頁
～
三
四
力
頁
）

に
つ
い
て
は
、
 
「
物
語
作
家
図
の
研
究
」
に
詳
述
し
た
よ
う
に
、

㈲
 
百
済
系
帰
化
人
後
宮
、
そ
の
縁
辺
者
は
破
格
の
官
位
昇
進

㈲
 
好
色
・
好
酒
色
一
（
百
済
を
滅
亡
さ
せ
た
義
三
王
「
王
与
宮
人
山
荒
豊
楽
、

 
飲
酒
不
止
…
」
以
来
）
i
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

㈹
 
 
風
雅
な
生
活
・
社
山
父
・
廿
本
説
愛
好

㈲
 
容
貌
美
麗

㈹
 
才
学
無
く
、
お
坊
ち
ゃ
ん
型

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
 
一
皇
后
定
子
と
そ
の
三
流
i
（
1
）

等
の
特
色
が
あ
っ
た
。
就
中
、
好
色
の
傾
向
が
顕
著
で
、
早
し
い
子
女
、
多
勢

の
後
宮
を
も
つ
桓
武
・
平
城
・
嵯
峨
聖
帝
に
も
著
し
い
。
業
平
は
父
系
、
母
系

と
も
に
百
済
系
帰
化
人
の
濃
い
血
統
を
う
け
た
人
間
で
あ
っ
た
。
三
代
塾
主
元

慶
四
年
五
月
廿
八
日
号
条
に
「
従
四
位
上
行
右
近
衛
権
中
将
兼
美
濃
権
守
在
原

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④

朝
臣
業
平
…
…
卒
。
業
平
者
。
故
四
品
阿
保
親
王
第
五
之
子
。
正
三
位
行
中
納

言
行
平
事
書
也
。
阿
保
親
王
嬰
二
桓
武
天
皇
女
伊
登
内
親
等
。
生
二
業
乎
。
天

長
三
年
親
王
上
表
一
日
。
無
品
高
岳
親
王
之
男
女
。
弓
始
王
号
。
賜
朝
臣
姓
。
臣

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㈲
 
 
②
 
③
 
④

之
子
息
未
配
改
姓
。
既
為
即
詠
之
子
。
寧
異
歯
列
矩
差
。
於
是
認
仲
平
行
平
守

I
i
I
I
 
…
一
…
卜
-
⑤
血
ド
…
一
-
晦
一
i
…
や
一
-
一
μ
1
1

平
等
。
賜
姓
在
原
朝
臣
。
業
平
体
貌
閑
麗
、
放
縦
不
拘
。
暑
無
才
学
。
善
作
和

歌
。
貞
観
四
年
三
月
授
従
五
位
上
。
五
年
二
月
拝
左
兵
衛
佐
。
数
年
遷
左
近
衛

権
少
将
。
尋
遷
右
馬
頭
。
累
加
至
従
四
位
下
。
元
慶
元
年
遷
為
右
近
衛
権
中

将
。
明
年
兼
相
模
権
守
。
後
軍
需
美
濃
権
守
。
卒
年
五
十
六
。
」
と
記
さ
れ
た

「
体
貌
閑
麗
、
放
縦
不
拘
」
の
く
だ
り
、
美
男
で
奔
放
な
情
熱
、
純
情
の
性
は

百
済
系
貴
族
の
血
統
に
由
来
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
筆
者
は
の
べ
た
と
こ
ろ
。

大
鏡
雛
瀬
赫
（
亭
子
院
）
に
は
「
王
じ
ゴ
う
な
ど
き
こ
え
て
天
上
人
に
て
お
は
し
ま

 
 
 
 
殿

し
け
る
時
天
上
の
ご
い
し
の
ま
へ
に
な
り
ひ
ら
の
中
将
と
す
ま
ひ
と
ら
せ
埋
け

る
ほ
ど
に
ご
い
し
に
打
か
け
ら
れ
て
か
う
ら
む
お
れ
に
け
り
そ
の
お
れ
め
い
ま

に
侍
る
也
」
と
い
う
逸
話
を
と
ど
め
る
。
宇
多
帝
が
王
侍
従
で
あ
っ
た
時
期
で

業
平
存
生
中
と
な
れ
ば
、
5
6
才
1
4
才
・
5
5
才
1
3
才
・
5
4
才
1
2
才
あ
た
り
で
、
四

十
二
才
も
年
少
の
皇
子
相
手
に
相
撲
を
と
っ
て
皇
子
を
投
げ
と
ば
し
た
体
力
、

み
づ
く
し
い
気
力
、
明
朗
な
気
質
、
 
「
善
和
歌
」
は
、
 
「
才
兼
文
武
、
有
蕎

力
、
妙
絃
歌
」
と
い
う
父
阿
保
親
王
ゆ
づ
り
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
業
平

の
高
鳴
る
浪
漫
精
神
、
溢
れ
る
情
熱
を
生
む
の
で
、
業
平
は
決
し
て
、
華
奢
で

，（71）



弱
々
し
い
優
男
で
は
な
い
。
容
姿
、
身
体
も
、
精
神
も
。
高
子
、
悟
子
と
の
関

係
、
惟
喬
親
王
へ
の
親
近
と
い
っ
た
い
わ
ば
反
体
制
的
態
度
、
周
囲
に
対
し
、

 
 
 
 
 
駐
②
 
 
 
 
 
 
一
1
-
1
一

筆
者
の
い
う
対
象
を
か
ば
う
能
動
的
生
は
、
こ
れ
に
帰
因
す
る
。

一．

?
仁

一
高
野
新
笠

百
済
武
寧
王
ノ
後

半
 
 
武
工
平

言
済
王
明
劃

城
-
再
保
親
下

馴
井
道
依
女

百
済
辰
孫
王
ノ
後

i
在
原
業
王

臣
輿
望
南
呈

土
伊
登
内
親
王
一

蚕
原
譜
墨

百
済
系
帰
化
人
の
後
宮
が
、
多
数
、
桓
武
、
平
城
、
嵯
峨
の
宮
廷
に
入
っ
て
寵

遇
さ
れ
た
事
実
は
、
皇
胤
紹
運
録
が
掲
げ
る
、
百
済
王
族
系
帰
化
人
の
血
統
を

う
け
る
天
皇
の
子
女
が
多
勢
出
現
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
宮
廷
に
、
一

層
、
百
済
宮
廷
風
の
浸
潤
を
考
え
な
い
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い
。
嵯
峨
朝
を
ピ
ー

ク
と
す
る
遊
宴
、
三
月
、
そ
こ
で
生
れ
た
漢
詩
盛
行
の
相
が
そ
の
第
一
で
あ

る
。
第
二
は
、
多
数
の
後
宮
を
擁
す
る
宮
廷
に
漂
う
好
色
の
雰
囲
気
、
後
宮
の

藩
命
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
高
子
事
件
、
齋
宮
悟
子
事
件
に
対
す
る
黙
過
の
対
応

と
な
る
。

①
～
⑤
筆
者
推
定
兄
弟
順
位
 
●
家
集
を
も
つ
者
 
＊
漢
詩
人

 
 
（
皇
胤
紹
運
録
、
尊
卑
分
脈
、
公
卿
補
任
、
三
代
実
録
ニ
ヨ
リ
作
成
）

 
 
 
 
 
 
 
①
 
、
 
 
＊
 
 
●
墜

 
 
 
 
 
 
-
大
江
本
主
-
三
人
-
千
里

-
平
城
卜
阿
保
親
王
-

-
伊
登
内
親
王

③-
在
原
行
平

④-
在
原
守
平
，

釧
●

-
在
原
業
平

計
陰準＊

葦甲

瀦

②-
在
原
仲
平

母美右右上巻
斗濃中馬”
行権将頭頭従
平守'”四

 
 
 
-
元
方
敦
忠
母

古
今
 
 
 
一

-
棟
梁
-
-
女
子
国
事
室
、
滋
幹

 
 
 
 
 
 
母
、
後
通
三
時
平

 
 
 
一
 
公
一
，

 
 
 
-
女
子
お
ほ
っ
ぶ
ね

 
 
 
-
戒
仙

 
 
 
従
士
上
 
右
少
将
但
馬

「
手
懸
権
守
・
備
前
守

 
 
 
為
高
階
茂
範
子

 
 
 
母
齋
宮
 
巾
子
内
親
王

陰-滋
記
号
在
位
君

 
 
．
母
三
宮
棄
子

-
女
子
大
納
言
清
書
母

（皇

a
物
語
ニ
ョ
リ
作
製
）

三
代
実
録
の
記
述
、
②
阿
保
親
王
之
第
五
子
也
、
⑮
賜
姓
が

②
仲
平
、
③
行
平
、
④
守
平
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
②
～
④
を

考
え
漏
。
①
は
て
れ
を
削
除
す
る
根
拠
が
准
炉
の
で
①
と
し

て
お
く
。
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ω
 
業
平
一
門

 
業
平
の
確
実
な
詠
藻
は
、
今
日
で
は
、
彼
の
残
後
二
十
五
年
頃
に
成
っ
た

勅
撰
和
歌
集
古
今
和
歌
集
中
の
業
平
歌
を
第
一
に
あ
げ
る
外
は
な
い
。
こ
れ
を

も
と
に
、
伊
勢
物
語
を
も
吟
味
し
な
が
ら
扱
う
こ
と
と
な
る
。

 
業
平
及
び
そ
の
一
門
の
歌
才
は
、
端
的
に
古
今
集
に
採
択
し
た
彼
等
の
詠
藻

に
よ
っ
て
証
さ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
子
 
 
 
 
 
 
孫
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
兄

 
業
平
3
0
首
、
棟
梁
4
首
。
元
方
1
4
首
一
古
今
集
巻
頭
の
栄
に
輝
く
。
行
平
4

 
 
 
 
 
 
 
母

首
、
千
里
1
0
首
、
伊
登
内
親
王
1
首
…
…
六
十
三
首
。
因
み
に
、
貫
之
皿
首
、

躬
恒
6
0
首
、
友
則
4
6
首
、
忠
峯
3
6
首
、
素
性
3
7
首
、
伊
勢
2
2
首
、
小
町
1
8
首
、

遍
照
1
7
首
で
あ
る
。
伝
来
歌
数
の
少
い
六
歌
仙
で
、
3
0
首
は
驚
異
的
で
あ
る
。

し
か
も
、
巻
頭
歌
二
首
を
も
つ
。
恋
五
巻
の
中
、
二
巻
が
業
平
歌
で
あ
る
。
1

恋
一
・
恋
四
読
人
し
ら
ず
。
恋
二
小
町
歌
。
元
三
・
三
五
業
平
一
業
国
歌
に
異
．

常
に
長
文
の
詞
書
を
も
つ
事
と
共
に
撰
者
ら
の
業
平
へ
の
尊
崇
が
察
せ
ら
れ

る
。
事
実
、
古
今
集
か
ら
業
平
歌
3
0
首
を
除
外
す
れ
ば
古
今
集
の
魅
力
は
半
減

す
る
。
古
来
、
古
今
集
を
支
え
て
き
た
も
の
は
業
平
3
0
首
、
小
町
1
8
首
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

 
こ
の
業
平
の
一
門
は
直
今
集
で
六
十
三
首
を
占
め
る
が
、
大
和
物
語
で
も
存

在
が
華
や
か
で
あ
る
。
 
（
灘
…
数
字
ハ
章
段
）

業
平
（
在
中
将
）
百
六
。
百
六
一
百
六
二
百
六
＝
一
百
六
四
百
六
五
百
六
六
1
0
首
計
1
8
首

孫
国
経
北
方
（
本
院
北
方
）
百
二
四

孫
お
ほ
っ
ぶ
ね
 
＋
四
．
1
首

孫
戒
仙
 
 
 
 
二
＋
七
二
＋
八
五
＋
 
3
首

次
男
三
次
君
滋
春
 
百
四
三
百
四
四
 
 
4
首

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
一
皇
后
定
子
と
そ
の
三
流
一
（
1
）

 
こ
の
業
平
の
家
集
（
原
始
業
平
集
）
が
基
と
な
っ
て
、
古
今
集
・
後
撰
集
等

を
素
材
に
「
昔
男
あ
り
け
り
」
と
業
平
を
思
わ
せ
る
男
の
歌
吻
語
が
作
ら
れ
た

の
が
伊
勢
物
語
で
あ
る
。
伊
勢
物
語
は
高
子
関
係
章
段
も
、
野
宮
関
係
章
段
も

詳
し
い
地
の
文
、
物
語
を
も
つ
ゆ
こ
れ
が
伝
播
さ
れ
た
。
大
鏡
（
早
成
院
）
忙

い
う
。
 
「
い
か
な
る
人
か
は
こ
の
ご
ろ
古
今
・
伊
勢
物
語
な
ど
お
ぼ
え
さ
せ
た

ま
は
ぬ
は
あ
ら
ん
ず
る
」
。
つ
ま
め
、
大
鏡
成
立
の
十
一
世
紀
中
葉
、
す
で
に

知
識
階
層
に
「
業
平
ど
三
宮
信
子
」
の
一
件
は
あ
ま
ね
く
知
れ
わ
た
っ
て
い
た
、

ど
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
 
齋
宮
棄
子
と
業
平
関
係
年
表
（
三
代
実
録
・
職
事
補
任
ニ
ヨ
ル
）

悟
子

貞
観

 
元
脚

 
三
韻

 
四
蹴

 
五
七

 
暗
躍

 
七
臨

 
八
鰯

 
九
晰

 
十
朧

十
一
㎜

野
宮
ト
定
＋
月
吾

群
行
 
 
九
月
百

一 i 一 一 一

九
月
十
四
日

同
母
兄
惟
條
親
王
×
2
1

 
 
2
3
才
文
徳
二
子

 
 
 
 
 
 
 
 
2
2
222120 19 18 17 16 15 14 12才（福井轟

454443424140393837・35才 業
平

（
×
死
亡
 
○
出
生
）

九
月
十
九
日

母
線
登
内
親
王
6
0
オ
×

三
月
七
日
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
行
平
壊
乱
下

 
従
謹
上
 
（
正
六
引
上
・
り
）
 
信
濃
守

二
月
十
日

 
左
兵
衛
権
佐

三
月

左
近
権
少
将

隔
月
九
日

 
右
馬
頭

 
高
子
入
内
2
5
オ

 
従
五
高
子
 
正
五
下
2
6
オ
ト
ナ
ル

 
 
“
，
陽
成
○
（
母
2
7
オ
清
和
父
1
8
オ
）
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十
二
脚

十
三
冊

十
四
麗

十
五
鵬

十
六
脳

十
七
晒

十
八
脇

元
慶

 
元
脚

 
二
…
…

 
三
脚

 
四
…
…

太
政
大
臣

良
房
×

28 27 26 25 24 23

51 50 49 48 47 46

割
下
＋
静
＋
誕
望30

5256 55 54 53

遣
二
三
五
位
下
右
馬
頭
在
原
業
平
一
、

向
二
鴻
縢
館
一
、
慰
二
労
激
海
客
一

一
月
七
日
従
四
下

 
 
 
 
 
 
 
 
2
1
才

三
月
階
数
親
王
ト
ナ
ル
 
行
平
孫

＋
二
月
遣
参
議
従
三
位
行
右
衛
門
督
大

 
 
江
朝
臣
音
人
従
四
位
下
行
右
馬

 
 
頭
在
原
朝
臣
業
平
向
田
邑
山
陵

一
月
＋
七
日
右
近
衛
権
中
将

（
兼
相
模
権
守
兼
美
濃
権
守
）

＋
月
補
右
近
権
中
将
従
四
位
上
在
原

 
 
業
平
蔵
人
頭
（
職
事
補
任
）

．
濯
．
臨
写
右
近
衛
幣
三
四

 
古
ム
ユ
集
 
 
（
西
下
氏
校
本
ニ
ヨ
ル
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に
元
大
後
 
に
あ
h
恵

 
 
業
平
朝
臣
の
伊
勢
の
く
に
㌧
ま
か
り
け
る
時
齋
宮
な
り
け
る
人
に
い
と

 
・
し
の
ひ
て
久

 
 
み
そ
か
に
あ
ひ
て
又
の
あ
し
た
に
人
や
る
す
べ
な
く
て
お
も
ひ
を
り
け
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ひ
た
る
元

 
 
あ
ひ
た
に
女
の
も
と
よ
り
を
こ
せ
た
り
け
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ほ
っ
か
な
大
二
女
志
久
真
俗

鱗
君
や
こ
し
我
や
ゆ
き
け
ん
お
も
ほ
．
え
ず
夢
か
う
つ
、
か
ね
て
か
さ
め
て
か

 
 
返
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
り
ひ
ら
の
朝
臣

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
六
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
よ
ひ
雅
家
前
伏
女
毘
真
俗
静
天

蓋
か
き
く
ら
す
心
の
や
み
に
ま
ど
ひ
に
き
ゆ
め
う
つ
＼
と
は
世
人
さ
た
め
よ

三
代
伝
奇
三
々
伝
と
伊
勢
物
語
を
対
照
比
較
し
た
拙
著
「
物
語
作
家
圏
の

研
究
」
の
林
M
杁
頁
を
再
び
掲
げ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
話
栖
の
類
似
に
傍
線
を
附
し
た
。

 
会
真
記
（
鶯
鶯
伝
）
唐
元
積
撰

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A

唐
貞
元
中
有
二
三
生
者
℃
性
温
和
。
美
二
二
容
つ
内
渠
二
堅
孤
一
。
…
…
…
…
以
レ
是

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
B

年
二
十
三
。
…
弓
・
張
生
酢
二
野
蒲
つ
蒲
之
東
十
三
里
。
有
二
僧
舎
一
日
二
普
救
寺
つ
三

生
寓
・
焉
。
適
有
二
三
瀬
嬬
婦
一
。
将
・
帰
二
長
安
一
。
賊
魁
二
百
蒲
一
。
亦
止
二
軸
寺
一
。

崔
氏
婦
鄭
女
也
。
張
出
二
黒
鄭
一
。
緒
二
其
親
…
乃
異
派
之
従
母
。
：

 
-
…
是
夕
紅
娘
復
旧
。
持
二
綜
箋
「
以
授
・
張
日
。
三
所
・
命
也
。
題
二
其
篇
「
日
二

明
月
三
五
夜
つ
其
詞
日
。

「
待
二
月
西
願
下
っ
迎
・
風
戸
半
開
。
払
・
塙
花
影
動
。
疑
是
玉
人
来
。
」

張
輩
下
喩
二
其
旨
一
。
是
夕
歳
二
月
旬
有
四
日
 
。
崔
之
東
有
二
杏
花
樹
一
。
攣
援

可
・
喩
。
既
望
之
夕
。
張
因
梯
二
三
樹
↓
而
喩
焉
。
達
二
子
西
廟
…
。
則
戸
半
開
 
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
C

紅
娘
寝
二
三
床
上
一
。
因
驚
レ
之
。
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
張
生
臨
・
軒
独
寝
一
。

忽
有
・
人
覚
・
之
。
驚
数
而
起
。
則
紅
娘
敏
・
三
三
・
枕
而
至
。
撫
・
張
日
記
 
。
．

至
 
。
睡
何
為
重
。
置
枕
設
・
蓑
而
去
。
三
生
拭
・
目
危
坐
久
之
。
猶
疑
二
夢
三
一
。

 
 
 
 
 
 
 
℃
 
 
 
 
1
「
-
1
…

然
而
修
謹
以
倹
。
俄
而
紅
娘
捧
二
崔
氏
一
而
至
。
至
則
嬌
蓋
容
冶
。
力
不
・
能
レ

運
二
支
三
一
。
襲
時
端
荘
不
二
復
同
一
 
。
是
夕
旬
有
八
日
也
。
斜
月
晶
螢
。
幽
輝

半
床
。
転
生
瓢
瓢
然
且
疑
二
神
仙
之
徒
一
。
不
・
謂
下
智
二
人
間
一
至
上
 
有
・
頃
寺
鐘

 
 
 
 
 
 
，
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
C

鳴
。
玉
将
・
暁
。
紅
茸
促
レ
去
。
・
崔
氏
嬌
暗
宛
転
。
紅
三
又
捧
・
之
而
去
。
終
夕

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
D

無
二
言
一
。
芝
生
弁
・
色
心
興
。
自
皇
民
。
量
其
夢
邪
。
及
・
明
盲
粧
在
・
磐
。
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香
在
ル
衣
。
涙
光
榮
榮
然
。
猶
榮
二
於
因
席
一
而
己
。
…
-
…
．
…
…
-
…
…
・
…
…
・
．
・

後
乃
因
二
其
夫
一
言
二
於
歩
一
。
下
下
以
二
外
兄
一
見
劫
夫
語
レ
之
、
而
崔
終
不
レ
為
レ

出
。
張
怨
念
之
誠
。
動
二
於
顔
色
つ
旧
知
レ
之
。
潜
賦
一
二
章
詞
一
日
。

 
自
二
従
別
一
三
減
二
容
光
つ
万
転
千
廻
瀬
・
下
レ
床
。
・
三
下
為
二
傍
人
一
蓋
不
ワ
起
。

 
為
・
三
口
俸
却
差
・
郎
。

寛
不
二
三
見
つ
後
数
日
。
三
生
将
・
行
。
又
賦
二
一
章
一
以
謝
二
次
之
っ
．

 
E

 
棄
置
今
何
道
。
当
時
且
自
親
。
還
将
二
旧
来
意
つ
憐
取
眼
前
人
。
自
・
是
絶
不
二

 
復
知
三
…
…
…
・
…
…
・
…
-
…
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A

 
伊
勢
物
語
縢
蝶
耀
げ
犠
平
）
婁
平
「
休
貌
閑
麗
」
三
代
実
録
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
B

〔
六
十
九
〕
 
昔
、
男
あ
り
け
り
、
そ
の
男
、
伊
勢
国
に
狩
の
使
に
、
い
き
け

る
に
か
の
伊
勢
の
斎
宮
な
ウ
け
る
人
の
親
、
 
「
常
の
使
よ
り
は
、
こ
の
人
能
く

い
た
は
れ
」
と
い
ひ
や
れ
り
け
れ
ば
、
親
の
こ
と
な
り
け
れ
ば
い
と
懇
に
い

た
は
り
け
り
。
朝
に
は
狩
に
い
だ
し
立
て
、
や
り
、
夕
さ
り
は
か
へ
り
つ
＼

・
そ
こ
に
来
さ
せ
け
り
。
か
く
て
懇
に
い
た
つ
き
け
り
。
 
二
日
と
い
ふ
夜
、
男

「
わ
れ
て
逢
は
む
」
と
い
ふ
。
女
も
は
た
逢
は
じ
と
も
思
へ
ら
ず
。
さ
れ
ど
い

と
人
目
繁
け
れ
ば
え
逢
は
ず
。
使
丁
と
あ
る
人
な
れ
ば
、
遠
く
も
宿
さ
ず
。
女

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
C

の
閨
も
近
く
あ
り
け
れ
ば
、
女
、
人
を
し
づ
め
て
、
子
ひ
と
つ
ば
か
り
に
男
の

許
に
来
り
け
り
。
男
は
た
寝
ら
れ
ざ
り
け
れ
ば
、
外
の
方
を
見
出
し
て
臥
せ
る

に
、
月
の
朧
な
る
に
、
小
き
童
を
さ
き
に
立
て
㌧
人
立
て
り
。
男
い
と
嬉
し
く

 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'
 
C

て
、
我
が
寝
る
所
に
み
て
入
り
て
、
子
ひ
と
つ
よ
り
丑
三
つ
ま
で
あ
る
に
ま
だ

何
事
も
語
は
ぬ
に
帰
り
に
け
り
。
．
念
い
と
悲
し
く
て
寝
ず
な
り
に
け
り
。
つ
と

サ
ロ
≧
の
文
芸
活
動
 
i
皇
后
定
子
と
そ
の
系
流
i
（
1
）

め
て
、
い
ぶ
か
し
け
れ
ど
、
我
が
人
を
や
る
べ
き
に
し
も
あ
ら
ね
ば
、
い
と
心

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
旧
-
一

も
と
な
く
て
待
ち
居
れ
ば
、
明
け
離
れ
て
し
ば
し
あ
る
程
に
、
女
の
も
と
よ

り
、
こ
と
ば
は
な
く
て
、

 
E
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
D

 
君
や
来
し
我
や
行
き
け
む
お
も
ほ
．
乳
ず
夢
か
う
つ
つ
か
寝
て
か
さ
め
て
か

 
男
い
と
い
忙
う
泣
き
て
詠
め
る
。

 
か
き
く
ら
す
心
の
や
み
に
ま
ど
ひ
に
き
夢
う
つ
つ
と
は
こ
よ
ひ
さ
だ
め
よ

と
詠
み
て
や
り
て
、
狩
に
出
で
ぬ
。
…
…
-
…
…
…
…
・
…
…
歌
を
書
き
て
出
し

た
り
。
と
り
て
見
れ
ば
、

E 
か
ち
人
の
わ
た
れ
ど
ぬ
れ
ぬ
え
に
し
あ
れ
ば
、

と
書
き
て
末
は
な
し
。
そ
の
盃
の
さ
ら
に
、
続
松
の
炭
し
て
歌
の
末
を
書
き
つ

く
。 

ま
た
あ
ふ
さ
か
の
関
は
．
越
え
な
む
と
て
、
明
く
れ
ば
尾
張
国
へ
越
え
に
け
り
、

B斎
院
は
水
尾
の
御
払
、
文
徳
天
皇
の
御
女
、
こ
れ
た
か
の
皇
子
の
い
も
う
と
。

 
傍
線
ケ
所
の
如
く
で
あ
る
。
但
し
、
当
外
伝
は
、
現
在
書
目
録
に
は
み
え
て

い
な
い
が
唐
の
代
表
的
艶
情
類
伝
奇
で
あ
る
か
ら
或
は
留
学
生
の
口
伝
調
承
が

あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
B
は
会
真
記
は
遠
縁
・
伊
勢
語
は
親
し
い
親
王
の
妹
と
い
う
縁
。
E
は
共
に
女
の
詩
歌
）
B
業
平
ノ
妻
ト
従
姉
妹

「
狩
使
」
を
信
ず
れ
ば
、
清
和
帝
譲
位
（
十
一
月
廿
九
）
で
あ
わ
た
だ
し
か
っ

た
貞
観
十
八
年
は
除
外
す
べ
き
で
は
あ
ろ
う
。
悟
子
は
群
行
（
九
月
一
日
）
業

平
は
紀
伊
登
内
親
王
を
亡
く
し
た
（
九
月
十
九
日
）
貞
観
三
年
は
考
え
ら
れ
ず
、

従
五
位
上
に
昇
任
し
た
貞
観
四
年
以
降
、
貞
観
十
七
年
の
間
、
嚢
子
1
5
才
～
2
8

才
、
業
平
3
8
才
～
5
1
才
の
問
に
、
両
人
の
間
に
起
っ
た
恋
愛
事
件
と
考
え
る
。
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皇
胤
 
紹
運
 
録

 
五
五一

文
墨

 くう

惟eA
喬

親四
手贔

上
野
太
守
、
号
小
野
宮

．
㊤

1
惟
條
親
王
ー
ー

 
 
 
 
母
野

 
θ

1
惟
彦
親
王
、
・

 
 
 
 
母
貞
三
女

レ
蔵
塑 母

静
子
、
正
四
零
下
、

四
品
、
上
総
太
守

旧
名
三
女

 
むi

兼
覧
王

 
o
．

一
三
国
町

一
（
惟
仁
親
王
）

む景
式
王

三
太
皇
大
后
藤
明
子
忠
仁
公
女
、
三
殿
后

 
㊧

i
惟
恒
親
王

 
 
 
 
母
藤
今
子
、
守
貞
女

-
儀
子
内
親
王

 
 
 
 
母
同
清
和

 
B
 
斎
宮

一
悟
子
内
親
王

 
 
 
 
母
同
惟
高

 
 
〔
頭
〕
紀
略
、
延
喜
十
三
年
六
月
十
八
日
前
齋
宮

 
 
 
 
 
三
子
内
親
王
莞

紀
 
氏
 
系
 
図

i
有

 
 
 
 
 
一
種

左
京
大
夫
正
四

、下

ｳ
和
＋
四
卒

 
名
虎
f
i
静

 「
女1

三

士
上
目
蕪
箋

子
 
仁
明
更
衣

 
 
 
 
A

子
．
，
，
｝
』
，
，
，
，
闘
，
…
B

 
 
惟
喬
親
王
母
、
号
三
條
町
吉
今

子
敏
行
苺

成

．
，
，
，
・
惟
高
親
王

・
…
惟
條
親
王

-
・
。
活
子
内
親
王
 
齋
宮
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㈲
 
齋
宮
悟
子
の
積
極
性
と
歌

○
後
朝
の
文
を
齋
宮
か
ら
早
き
に
届
け
た
行
為

 
古
今
集
詞
書
で
は
「
人
や
る
す
べ
な
く
て
…
」
で
男
が
逡
巡
し
て
い
る
ど
こ

ろ
へ
、
女
方
か
ら
さ
き
に
後
朝
の
文
が
来
る
。
伊
勢
物
語
で
は
、
一
層
積
極
的

で
、
翌
々
よ
ろ
し
く
三
宮
が
男
の
寝
所
に
や
っ
て
来
た
と
な
る
。
後
朝
の
文

は
、
元
来
、
朝
帰
り
し
た
男
が
帰
宅
後
、
女
方
へ
届
け
る
も
の
で
、
そ
の
時
間

が
早
い
程
、
愛
情
が
深
い
と
判
断
さ
れ
、
そ
の
早
い
遅
い
で
女
方
は
＝
暑
一
憂

し
た
コ
落
窪
少
将
が
面
白
の
駒
を
使
っ
て
や
っ
た
後
朝
の
文
の
い
た
づ
ら
は
、

著
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
平
安
朝
で
も
頗
る
積
極
的
な
才
媛
が
い
．

た
の
で
あ
っ
て
、
平
仲
物
語
で
も
、
今
業
平
と
噂
の
高
い
貞
文
に
、
女
性
か
ら

さ
き
に
後
朝
の
文
を
贈
っ
た
例
が
十
段
十
七
段
（
湘
晦
細
欄
雛
語
）
、
又
、
交
際
を
は

じ
め
る
に
際
し
て
、
女
性
の
方
か
ら
さ
き
に
歌
を
詠
み
か
け
た
場
合
十
段
十
二

段
廿
六
段
三
七
段
等
、
多
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
平
安
朝
に
あ
っ
て
は
、
宮

仕
の
女
房
、
乳
母
ら
は
和
歌
の
才
能
、
臨
機
応
変
の
対
応
、
音
楽
の
才
等
が
要

求
さ
れ
、
宮
廷
は
も
と
よ
り
貴
族
、
地
方
官
等
の
邸
に
お
い
て
も
、
そ
の
子
女

の
教
養
は
、
 
「
一
に
は
御
手
を
習
ひ
た
ま
へ
、
二
に
は
琴
の
御
こ
と
を
人
よ
り

・
こ
と
に
弾
き
ま
さ
ら
ん
と
お
ぼ
せ
、
さ
て
は
古
今
の
歌
二
十
巻
を
み
な
う
か
べ

さ
せ
た
ま
ふ
を
御
学
問
に
は
せ
さ
せ
た
ま
へ
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
就
中
、

歌
才
は
必
須
教
養
科
目
と
さ
れ
て
い
た
。
和
歌
の
性
質
上
、
独
詠
で
楽
し
む
場

合
も
あ
る
が
、
贈
答
に
よ
っ
て
社
交
を
楽
し
み
、
歌
才
を
磨
い
た
か
ら
、
和
歌

制
作
の
欲
求
が
又
、
社
交
を
、
恋
愛
を
助
長
す
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

歌
才
あ
る
才
媛
は
歌
を
贈
答
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
狙
っ
て
い
た
と
も
い
え
る
の
で

あ
る
。
遷
宮
荘
子
の
場
合
も
、
こ
の
傾
向
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
。

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
 
一
皇
后
定
子
と
そ
の
系
流
一
（
1
）

○
齋
宮
の
位
相
と
プ
ラ
イ
ド

 
齋
宮
は
日
本
国
・
天
皇
家
の
皇
祖
神
、
天
照
大
神
を
祀
る
神
人
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
齋
王
卜
定
以
来
、
天
皇
に
対
し
て
さ
へ
気
位
を
も
つ
に
い
た
る
よ

う
な
処
遇
を
う
け
つ
づ
け
る
。
二
宮
関
係
の
職
員
は
延
喜
式
に
よ
る
と
、
初
替

蓋
で
も
、
別
当
五
位
二
人
中
臣
一
人
忌
部
一
人
官
主
一
人
内
舎
人
一
人
大
舎
人

二
人
宮
舎
人
十
人
繕
部
三
人
殿
部
三
人
退
部
」
人
水
部
三
人
酒
部
一
人
掃
部
三

人
采
女
二
人
内
女
儒
二
人
乳
母
三
人
宮
女
儒
干
四
人
戸
座
一
人
火
炬
小
子
二
人

今
良
四
人
仕
丁
十
二
人
女
丁
八
人
但
遷
野
宮
者
加
内
舎
人
一
人
大
舎
人
二
人
神

部
四
人
卜
部
三
人
宮
舎
人
十
人
炊
部
酒
部
各
二
人
采
女
四
人
宮
女
儒
廿
五
人
洗

人
二
人
則
人
二
人
女
丁
八
人
（
一
四
五
人
）
で
あ
る
。
神
亀
四
年
齋
宮
官
人
一

百
二
十
一
人
を
補
す
と
あ
る
。
卜
定
以
来
、
木
綿
、
榊
を
め
ぐ
ら
し
た
浄
域
に

起
居
し
た
神
人
齋
王
は
、
少
女
の
身
で
百
何
十
人
と
い
う
輩
下
を
従
え
て
、
も

の
く
し
い
群
行
の
後
、
多
気
の
齋
宮
に
入
る
。
三
時
置
大
祭
、
太
神
宮
で
の
．

荘
厳
な
神
事
を
、
首
長
と
し
て
執
行
し
て
い
る
中
に
、
し
ぜ
ん
齋
王
が
、
唐
代

公
主
の
風
に
通
う
誇
り
高
さ
、
気
位
を
も
つ
に
い
た
っ
た
ろ
う
こ
と
は
む
し
ろ

当
然
で
あ
る
。
神
の
忌
垣
を
は
ば
か
り
逡
巡
す
る
男
を
リ
ー
ド
す
る
若
い
齋
宮

は
、
業
平
を
、
美
男
の
一
歌
人
、
一
二
使
と
見
な
し
て
い
る
に
す
ぎ
ぬ
。

○
齋
宮
の
無
智
と
風
流
-
公
主
サ
ロ
ン
の
気
位

「
都
を
遠
く
離
れ
た
伊
勢
国
多
気
宮
に
、
父
文
徳
帝
既
に
亡
く
、
母
紀
静
子
と

も
別
れ
て
、
一
人
暮
し
た
齋
宮
十
五
年
，
（
1
4
才
～
2
9
才
）
の
日
々
は
、
寂
し
く

徒
然
な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
後
年
、
齋
宮
女
御
鼠
子
は
、
幼
少
の

時
代
味
わ
っ
た
野
宮
ぐ
ら
し
の
寂
念
を
、
一
人
子
の
規
子
（
2
9
才
）
に
味
わ
せ

る
に
忍
び
ず
、
か
つ
は
古
巣
の
齋
宮
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
、
円
融
帝
の
宣
旨
を
無

矧
で
群
行
に
同
行
し
た
の
で
あ
る
。
多
気
の
宮
に
あ
っ
て
二
人
は
、
源
順
ら

（77）



と
歌
会
を
催
し
た
。
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
1
2
才
の
齋
宮
良
子
の
無
柳
を
慰

め
よ
う
と
、
女
房
ら
は
伊
勢
の
浦
々
で
貝
を
拾
い
あ
つ
め
、
華
麗
な
貝
合
せ

（
歌
合
）
を
催
し
た
の
で
あ
る
。
無
柳
な
齋
宮
東
子
の
日
常
に
、
突
如
、
都
の

香
気
を
漂
わ
せ
て
訪
れ
た
貴
公
子
業
平
は
、
当
時
有
名
な
風
流
歌
人
。
悲
運
の

同
母
兄
惟
喬
親
王
に
好
意
を
よ
せ
る
美
し
い
貴
公
子
に
、
伊
勢
物
語
が
物
語
る

よ
う
に
、
母
紀
氏
か
ち
「
よ
く
い
た
は
れ
」
と
の
伝
言
が
届
い
て
い
た
と
し
て

も
不
思
議
は
な
く
、
都
留
b
い
三
宮
に
と
っ
て
は
、
飛
び
つ
き
た
い
都
人
、
最

高
の
贈
答
歌
の
相
手
が
現
わ
れ
た
、
と
い
う
興
味
か
ら
、
大
胆
な
行
動
、
恋
愛

へ
の
移
行
は
、
け
だ
し
自
然
の
勢
い
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
の
歌
に
み
る

か
ぎ
り
、
微
塵
も
恋
を
は
ば
か
る
風
は
な
い
。

A
B
 
A
B
 X
 
 
C
D
 C
 
D

君
や
a
 
我
や
劉
け
む
 
絢
も
ほ
・
倒
 
夢
か
到
着
か
 
ね
-
で
か
剖
副

で
かA

κ
反
対
、
B
W
反
対
、
C
α
同
対
、
D
D
同
対
、
C
D
α
α
同
対

と
対
の
技
巧
を
駆
使
し
、
恋
、
歌
の
あ
そ
び
に
興
じ
て
い
る
。
恋
を
恋
す
る
雰

囲
気
で
、
い
か
に
も
誇
り
か
で
あ
る
。
 
「
七
去
た
る
身
が
…
」
と
は
ば
か
る
気

配
な
ど
は
微
塵
も
な
く
、
全
く
自
由
な
貴
婦
人
の
恋
の
態
度
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
業
平
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
冨
 
 
y

か
き
く
ら
す
心
の
や
み
に
ま
ど
ひ
に
き
夢
う
つ
つ
と
は
こ
よ
ひ
さ
だ
め
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
ひ
と

受
身
の
態
で
あ
っ
た
が
漸
く
，
Z
y
で
切
り
か
え
し
攻
勢
に
出
た
。
，
Z
は
女
の
歌

 
 
 
 

に
「
昨
夜
」
の
言
葉
の
内
在
を
暗
示
し
、
異
対
を
形
式
す
る
。

 
伊
勢
物
語
で
は
更
に
、
「
か
ち
人
の
わ
た
れ
ど
ぬ
れ
ぬ
え
に
し
あ
れ
ば
」
と
、

早
い
縁
を
惜
し
む
早
旦
を
詠
み
か
け
る
。
男
が
下
句
を
、
 
「
ま
た
逢
坂
の
関
は

こ
え
な
む
」
と
愛
情
の
継
続
を
誓
っ
て
連
歌
形
が
ま
と
ま
る
。
後
世
六
歌
仙
の

筆
頭
と
し
て
声
誉
の
高
い
、
当
時
も
評
判
の
業
平
を
相
手
に
し
て
、
絶
え
ず
リ

ー
ド
し
つ
づ
け
、
華
や
か
な
贈
答
を
形
成
し
た
が
、
こ
の
才
気
と
誇
り
高
き
気

位
に
注
目
し
よ
う
。
そ
れ
は
単
な
る
色
好
と
齋
宮
の
情
事
と
し
て
把
握
す
べ
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
や
び

で
は
な
く
、
銀
製
で
の
風
流
と
し
て
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
風
流
に
つ
い
て

は
、
つ
と
に
星
川
清
孝
博
士
の
卓
説
が
あ
る
。
博
士
の
御
説
は
、
．
平
易
に
い
え

ば
、
万
葉
集
の
「
み
や
び
を
」
遊
士
、
風
流
士
を

 
A
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A

撚
遊
七
跡
吾
者
聞
流
乎
屋
戸
不
借
吾
乎
三
戸
於
三
吟
風
涜
壬
 
 
（
石
川
女
郎
）

 
B
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
B
 
 
 
．

餅
遊
士
ホ
吾
者
有
家
里
屋
戸
不
借
令
還
吾
曽
風
流
士
者
有
（
大
伴
宿
祢
田
主
）

石
川
女
郎
は
A
み
や
び
を
を
唐
代
の
意
味
～
嫡
鰯
た
る
漫
遊
の
士
・
す
き
も
の

の
意
に
用
い
、
大
伴
田
主
は
B
み
や
び
を
を
六
朝
風
み
や
び
を
、
真
の
意
味
の

み
や
び
を
、
純
粋
な
人
間
、
何
物
に
も
拘
束
さ
れ
ぬ
自
由
の
士
・
高
雅
な
貴
遊

の
士
の
意
に
用
い
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
語
の
「
み
や
び
」

は
「
み
や
ぶ
」
の
連
用
形
名
詞
で
、
宮
廷
風
の
意
か
ら
出
る
。
こ
れ
に
対
す
る

語
は
、
 
「
ひ
な
び
」
・
「
さ
と
び
」
で
あ
る
。
後
者
が
粗
野
、
素
朴
で
あ
る
に

対
し
、
前
者
h
み
や
び
」
は
洗
練
さ
れ
た
教
養
、
文
化
の
香
り
が
漂
う
。
宮
廷

は
一
国
文
化
の
粋
を
あ
つ
め
、
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
か
ら
。
詩
を
詠
じ
、
和
歌

を
詠
む
、
宮
廷
風
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
ヶ
に
、
百
済
貴
族
系
の

後
宮
を
多
く
納
れ
た
宮
廷
は
、
天
皇
を
中
心
に
好
色
の
風
が
著
し
か
っ
た
。
齋

王
宮
の
み
や
び
が
、
六
朝
風
遊
士
、
風
流
士
よ
り
、
唐
風
の
み
や
び
を
に
近
く

業
平
を
遇
し
た
結
果
が
、
師
尚
の
出
生
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
「
清
浄
た
る
べ

き
二
王
が
も
し
…
」
と
い
う
禁
忌
も
有
耶
無
耶
に
す
ま
さ
れ
る
時
期
で
あ
っ

た
。
紹
運
録
に
よ
れ
ば
、
そ
の
子
は
二
人
と
い
い
一
人
は
高
階
氏
に
入
っ
た
と

さ
れ
る
。
業
平
と
悟
子
と
の
血
統
を
承
け
つ
い
だ
総
懸
が
高
階
家
に
入
り
、
良
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臣
、
成
忠
、
貴
子
を
へ
て
皇
后
定
子
へ
と
流
れ
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
師
尚
は

高
階
家
の
女
と
黙
し
高
階
を
名
の
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
高
階
氏
を
見
て

み
よ
う
。

 
 
ω
 
高
階
氏
の
血
統
-
宮
廷
詩
宴
の
祖
、
長
屋
王
一
と
文
才

 
次
に
高
階
氏
系
図
を
掲
げ
、
詩
苑
・
ザ
ロ
ン
の
主
人
公
と
し
て
著
名
な
人
物

 
 
 
尊
卑
分
脈
 
高
階
氏
（
迫
加
記
入
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②
正
二
位
左
大
臣

天
武
天
皇
一
高
三
親
王
一
長
屋
王
一
桑
田
王
卜
織
部
王
i
石
見

に
●
印
を
付
け
る
。
高
階
家
は
天
武
帝
の
孫
、
正
二
位
左
大
臣
長
屋
王
の
門
流

で
あ
る
。
長
屋
王
は
懐
風
藻
に
よ
っ
て
、
そ
の
華
麗
な
詩
苑
の
様
相
を
今
日
に

伝
え
、
唐
朝
に
も
文
名
を
駈
せ
、
そ
の
詠
藻
が
記
録
さ
れ
る
漢
詩
人
で
あ
り
、

そ
の
門
流
が
漢
詩
人
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
師
尚
の
曽
孫
高
階
積

善
は
本
朝
麗
藻
の
編
者
、
皇
后
定
子
の
伯
（
叔
）
父
に
あ
た
る
。

王
一
峯

緒
i
［

 
 
 
 
 
 
 
＊
元
慶
四
五
十
八
卒
五
十
八
才

 
 
九
五
上
 
 
備
前
但
馬
権
守
三
四
上
右
申
将

一
茂
範
1
・
祠
尚
下

 
宮
内
卿
正
四
下

良
 
臣
 
 
 
一
成
忠

 
 
 
 
 
 
西
堂
二
九
質
置
人
為

 
 
 
 
 
 
朝
臣
同
年
十
 
十
一

 
 
 
 
 
 
出
家

 
 
 
 
 
 
長
徳
四
七
莞
七
十
三

 
 
 
 
 
 
才

 
 
 
 
 
 
（
二
位
の
新
発
意
）

o
式
部
大
輔宮大
面内和
二卿守

 
 
 

実
在
原
業
平
朝
臣
子
也
密
通
齋
宮

三
子
内
親
王
出
生
依
之
此
氏
族
子

孫
不
参
宮
者
也

i
成
 
棟

1
永
 
宗

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○

 
助
 
順
i
信
 
平
 
 
 
 
 
-
女
 
子

岩
順
 
 
羅
守

i
明
順
i
i
I
-
！
一
成
峻
l

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
I
導
引

 
 
右
申
弁
正
四
下

σ
k
体
潮
麗
流
藻
）
「
経
重

一
積
」
善
 
編
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
-
女
 
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
新
古
今

i
静
 
昭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作
者

 
 
詞
花
作
者

○
縞
内
特
 
㊤
 
 
 
 
 
 
⑬

1
女
 
子
-
定
 
子
 
 
敦
 
康
-
娠
子
女
王

 
（
貴
子
）

 
 
後
拾
新
古
作
者
．
」
 
㊥

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
修
 
子

．
一
女
 
子

（
三
下
ア
リ
）

皇
后
宮
女
房

康
資
王
母

歌
人
後
拾
遺

筑
前
乳
母

後
拾
作
者

後
拾
作
者

 
 
●

 
 
 
 
 
子

療⑱詣

子

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
 
一
皇
后
定
子
と
そ
の
系
流
-
（
1
）
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懐
風
藻
に
お
い
て
目
を
み
は
る
の
は
、
三
王
三
宝
楼
詩
宴
で
あ
る
。
新
羅
客

を
宴
す
る
詩
苑
は
国
際
的
・
外
交
的
な
も
の
で
、
左
大
臣
と
し
て
の
活
躍
が
抜

群
で
あ
っ
た
か
ら
、
聖
武
帝
に
危
惧
の
念
を
い
だ
か
し
め
、
遂
に
謀
叛
の
廉
で

自
尽
さ
せ
ら
れ
た
窩
。
帝
が
恐
れ
る
強
力
な
政
敵
で
、
出
自
は
壬
申
の
乱
に
父

天
武
帝
を
助
け
、
柿
本
身
動
の
挽
歌
で
著
名
な
高
市
皇
子
の
長
子
、
そ
の
才
は

唐
朝
ま
で
も
な
り
ひ
び
い
た
。
懐
風
藻
は
、
そ
の
詩
宴
の
詠
藻
十
九
首
を
収
'

め
、
既
に
八
世
紀
初
頭
に
、
唐
朝
天
子
の
詩
宴
に
も
ま
が
う
華
麗
な
詩
苑
が
本

朝
で
も
催
さ
れ
て
い
た
と
沸
そ
の
雰
囲
気
を
鮮
明
に
伝
え
て
く
れ
る
。
そ
の
メ

ン
バ
ー
を
み
よ
う
。

○
士
長
王
宅

○
秋
日
於
十
王
宅
宴
新
羅
客
一
首
並
序

○
全

○
初
秋
於
長
王
宅
宴
新
羅
客

○
秋
日
於
醸
酒
宅
宴
新
羅
客

・
○
全

○
晩
秋
於
短
章
宅
宴
・

○
於
宝
宅
宴
新
羅
客

○
初
春
於
作
宝
楼
置
酒

○
秋
日
於
長
存
廃
宴
新
羅
客

○
初
春
於
左
書
射
聖
王
宅
謙

○
秋
日
於
雄
健
宅
宴
新
羅
客

○
全

○
捧
読
平
射
長
講
宅
宴

○
春
日
於
左
留
筆
長
王
宅
宴

境
部
 
王

山
田
 
三
方

背
奈
 
行
文

調
 
古
麻
呂

刀
利
 
週
令

下
毛
野
虫
麿

田
中
 
浄
足

長
 
屋
．
王

長
屋
 
王

弓箭吉百百安
津集田済済倍

連署 和和広
首麿宜麿麿庭

○
秋
日
於
要
撃
宅
宴
新
羅
客
 
 
 
 
 
 
 
 
・
藤
原
 
房
前

○
全
「
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
藤
原
 
宇
合

○
初
春
在
暴
漢
山
寺
於
長
期
宅
宴
追
撃
辞
 
 
 
 
釈
 
 
道
慈

○
春
日
於
左
僕
射
長
屋
王
宅
宴
 
 
 
 
 
 
 
塩
屋
 
古
麿

 
帰
化
系
詩
人
も
交
え
、
当
時
一
流
の
詩
人
が
こ
ぞ
っ
て
参
集
し
て
い
る
。
藤

原
不
汚
職
の
第
二
子
房
前
、
第
三
子
宇
合
も
列
席
。
正
二
位
左
大
臣
の
佐
保
の

邸
第
で
催
さ
れ
た
詩
宴
で
、
新
羅
使
臣
も
本
朝
の
文
華
の
侮
り
難
い
事
を
し
っ

た
と
想
像
さ
れ
、
そ
れ
を
予
想
し
て
の
詩
宴
活
動
で
あ
っ
た
。
長
王
詩
苑
の
声

誉
は
、
そ
の
流
を
つ
ぐ
文
の
家
門
高
階
家
に
誇
り
と
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
た
に

相
違
な
い
。
成
忠
か
ら
積
善
、
貴
子
へ
、
貴
子
か
ら
定
子
へ
と
。
貴
子
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥
 
 
-
1
一

「
ま
こ
と
し
き
文
者
」
で
あ
っ
た
か
ら
。
大
三
道
謬
伝
に
…
…
人
く
文
つ
く

り
て
講
じ
な
ど
す
る
に
よ
し
あ
し
い
と
た
か
や
か
に
さ
だ
め
給
ふ
お
り
も
あ
り

 
 
・
⑪
 
 
 
成
忠

け
り
。
二
位
の
新
発
意
の
御
な
が
れ
に
て
、
こ
の
御
ぞ
う
は
女
も
み
な
ざ
え
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
貴
子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
貴
子

お
は
し
た
る
な
り
。
母
上
は
高
内
侍
ぞ
か
し
。
…
…
そ
れ
は
ま
こ
と
し
き
文
者

に
て
御
前
の
作
文
に
文
た
て
ま
つ
ら
れ
し
は
と
よ
。
少
々
の
を
の
こ
に
は
ま

さ
り
て
こ
そ
き
こ
え
侍
し
か
。
さ
や
う
の
お
り
め
し
あ
り
け
る
に
も
、
大
盤
所

の
か
た
よ
り
は
ま
い
り
た
ま
は
で
、
弘
徽
殿
の
上
の
御
つ
ぼ
ね
の
か
た
よ
り
と

を
り
て
、
二
間
に
な
む
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
ひ
け
る
と
こ
そ
う
け
た
ま
は
り
し
か
、

古
躰
に
侍
り
や
」
と
、
貴
子
が
本
格
的
な
漢
詩
人
で
宮
中
の
作
文
会
に
も
召
さ

れ
た
、
と
伝
え
る
。
在
原
業
平
・
信
子
の
血
統
も
流
入
し
た
高
階
門
流
の
漢
詩

人
貴
子
と
馬
中
関
白
道
隆
と
の
問
に
、
伊
周
、
三
家
、
隆
円
、
定
子
、
原
子
、

三
の
君
、
四
の
君
が
あ
り
、
伊
周
は
本
朝
麗
藻
の
代
表
的
詩
人
の
一
人
、
定
子

の
漢
才
は
も
と
よ
り
、
三
の
君
す
ら
⑧
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
。
二
位
の
新
発
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意
の
流
れ
で
女
も
み
な
ざ
え
の
お
は
し
た
る
な
り
は
注
目
に
価
す
る
。
伊
周
は

現
存
本
本
朝
旦
藻
に
1
4
首
採
ら
れ
て
い
る
。
中
書
王
1
9
首
、
江
里
言
1
9
首
に
次

ぐ
。
為
時
1
3
首
、
公
任
1
1
首
、
斜
面
9
首
、
積
善
7
首
で
あ
る
。
応
廿
里
の

「
三
月
三
日
侍
宴
同
尋
問
柳
重
三
桃
応
製
」
「
七
言
暮
春
侍
宴
左
丞
相
東
三
條

三
軒
賦
度
・
水
落
花
笠
応
製
」
を
は
じ
め
、
寛
弘
二
年
三
月
廿
九
日
道
長
邸
の

作
文
会
に
お
け
る
「
花
落
春
帰
レ
路
」
と
題
す
る

春
帰
不
レ
駐
惜
難
レ
禁
 
花
落
紛
々
雲
路
深
 
委
・
地
正
応
下
随
・
景
去
上
 
任
・
風

便
是
趣
・
蹴
尋
 
枝
空
嶺
微
行
消
・
色
 
粧
鳥
笛
黒
鳥
入
・
音
 
年
月
推
遷
磐
船

老
 
鹸
生
只
有
二
憶
・
恩
心
一

-
は
、
小
右
記
に
「
四
月
一
日
礼
部
納
言
示
井
井
、
昨
日
作
文
、
外
帥
詩
毎
句
有

感
、
満
座
拭
涙
、
有
牽
出
物
都
…
…
二
日
前
越
後
守
朝
臣
云
、
一
昨
左
府
作
文
、

外
帥
詩
動
画
懐
う
．
上
下
涕
泣
、
主
入
感
歎
、
有
牽
出
物
」
と
、
満
座
を
涕
泣
さ

せ
た
様
子
を
二
日
に
わ
た
っ
て
記
し
と
め
ら
れ
、
 
「
こ
の
前
略
画
才
日
本
に
は

あ
ま
ら
せ
た
ま
へ
り
し
か
ば
か
y
る
事
も
お
は
し
ま
す
に
こ
そ
…
…
」
と
大
鏡

が
そ
の
学
才
を
讃
え
る
人
物
で
あ
る
。

㈲
 
中
関
白
門
流
の
性
格
・
気
質

 
酒
豪
で
「
慰
み
き
の
乱
れ
」
．
が
甚
し
か
っ
た
関
白
道
隆
、
賀
茂
詣
の
日
、

．
「
三
度
の
御
か
は
ら
け
」
を
大
盃
で
「
七
八
度
な
ど
め
し
て
上
社
に
ま
い
り
た

ま
ふ
み
ち
に
て
は
や
が
て
の
け
ざ
ま
に
し
り
の
か
た
を
御
ま
く
ら
に
，
て
不
覚

に
」
眠
り
こ
ん
だ
が
、
到
着
し
て
道
長
に
袴
の
裾
を
荒
々
し
く
引
か
れ
、
ハ
ッ

と
目
を
覚
し
、
用
意
の
櫛
・
笄
で
「
つ
く
ろ
ひ
な
ど
し
て
お
り
さ
せ
た
ま
ひ
け

る
に
い
さ
＼
か
さ
り
げ
な
く
て
き
よ
ら
か
に
て
お
は
し
ま
し
》
：
こ
の
殿
の
御

上
戸
は
よ
く
お
は
し
ま
し
け
る
」
と
甚
だ
好
意
的
に
語
ら
れ
る
。
 
「
御
や
ま
ひ

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
 
一
皇
后
定
子
と
そ
の
系
流
1
（
1
）

づ
き
て
う
せ
た
ま
ひ
け
る
と
き
西
に
か
き
む
け
た
て
ま
つ
り
て
、
念
仏
申
さ
せ

給
へ
と
暴
く
の
す
＼
め
た
て
ま
つ
り
け
れ
ば
『
済
時
朝
光
な
ん
ど
も
や
極
楽

に
は
あ
ら
ん
ず
ら
ん
」
と
お
ほ
せ
ら
れ
け
る
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
」
 
「
御
か
た
ち

ぞ
い
と
き
よ
ら
に
お
は
し
ま
し
＼
は
や
」
と
、
そ
の
貴
公
子
ら
し
く
明
朗
諮
、

達
、
い
わ
ゆ
る
「
あ
い
ぎ
や
う
」
1
（
魅
力
が
あ
り
、
人
に
好
感
を
も
た
れ
，

．
る
）
1
溢
れ
る
人
柄
を
形
成
す
る
。
事
実
、
鷹
揚
で
心
や
さ
し
い
人
物
で
あ
っ
た

事
は
、
枕
草
子
に
道
隆
の
言
と
し
て
伝
え
る
。
薬
料
定
子
に
、
冗
談
に
ま
ぎ
ら

わ
し
言
っ
て
き
か
せ
る
詞
、
 
「
宮
な
に
事
を
お
ぼ
し
め
す
ら
ん
。
こ
こ
ら
め
で

た
き
人
々
を
据
ゑ
な
め
て
御
覧
ず
る
こ
そ
は
う
ら
や
ま
し
け
れ
。
一
人
わ
る
き

 
 
 
 
 
 
 
 
a
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
b
 
 
 
 
 
 
 
 
C

か
た
ち
な
し
や
。
こ
れ
み
な
家
々
の
女
ど
も
ぞ
か
し
。
あ
は
れ
な
り
。
よ
う
顧

み
て
こ
そ
さ
ぶ
ら
は
せ
た
ま
は
め
」
が
、
よ
く
証
す
る
。
殊
に
、
b
は
道
隆
と
、

い
う
人
間
の
魅
力
を
最
も
よ
く
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
最
高
の
権
力
の
座
に

あ
る
者
が
、
こ
れ
又
女
性
と
し
て
最
高
の
申
宮
（
娘
）
に
向
っ
て
、
古
来
、
何

人
が
こ
の
よ
う
な
忠
告
を
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
，
こ
の
道
隆
の
心
豊
か
さ
、
鷹
揚

さ
、
明
朗
さ
は
、
そ
の
ま
ま
定
子
に
う
け
つ
が
れ
た
。
逆
境
に
あ
っ
た
定
子
は

清
少
納
言
に
対
し
て
「
朋
輩
の
女
房
達
が
道
長
方
だ
と
噂
し
あ
い
、
疎
外
し
、
、

流
石
の
清
少
納
言
も
中
宮
の
心
中
を
は
か
り
か
ね
て
里
ご
も
り
を
す
る
に
い
た

っ
た
時
も
、
微
塵
も
中
宮
の
心
に
疑
は
な
か
っ
た
。
 
「
か
は
り
た
る
御
け
し
き

も
な
し
」
。
そ
れ
も
「
御
前
よ
り
宰
相
の
白
し
て
忍
び
で
た
ま
は
せ
た
り
つ
」

と
い
う
長
女
の
口
上
で
、
御
文
に
は
「
「
い
は
で
思
ふ
ぞ
』
と
か
か
せ
た
ま
へ

る
」
御
文
で
あ
っ
た
。
一
途
に
中
宮
贔
贋
で
、
清
少
納
言
ま
で
疑
っ
て
あ
し
ざ

ま
に
い
う
女
房
達
の
心
情
も
酌
み
、
疑
わ
れ
て
い
る
清
少
納
言
に
は
「
私
は
そ

，
う
は
思
っ
て
い
な
い
よ
」
と
慰
め
る
、
双
方
へ
細
い
心
配
り
の
、
ま
こ
と
に
サ

ロ
ン
の
名
主
人
公
で
あ
る
。
し
か
も
申
宮
は
「
例
の
思
ふ
人
」
と
、
清
少
納
言

（81）



の
道
長
贔
屓
は
公
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
清
少
納
言
に
歌
人
と
し
て
の
資
質

を
期
待
し
た
申
宮
は
、
清
少
納
言
の
指
導
1
「
な
に
か
、
こ
の
歌
よ
み
侍
ら
じ

と
な
ん
思
ひ
侍
る
を
…
…
」
 
（
普
通
）
に
は
勿
論
詠
め
る
が
、
深
養
父
、
元
輔

め
後
と
い
わ
れ
る
自
分
が
、
抜
群
の
歌
が
よ
め
な
く
て
は
、
歌
を
よ
む
気
に
は

な
れ
な
い
。
し
い
て
詠
め
と
言
わ
れ
る
と
宮
仕
を
や
め
た
く
な
る
…
）
一
を
聞

く
と
、
さ
っ
と
許
可
す
る
。
清
少
納
言
の
資
質
は
所
謂
歌
人
に
は
な
く
、
違
っ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
註
3

方
面
の
、
先
人
未
踏
の
分
野
、
筆
者
が
い
う
と
こ
ろ
の
呼
応
の
文
芸
、
散
文
詩
、

随
筆
…
i
に
あ
る
ら
し
い
と
覚
り
、
そ
れ
を
育
て
あ
げ
よ
う
と
思
っ
た
。
伊

周
が
天
皇
・
中
宮
へ
献
上
の
料
紙
を
清
少
納
言
に
下
賜
し
、
こ
れ
に
記
す
こ
と

を
命
じ
た
、
二
九
駈
（
齢
杜
氏
粧
子
）
か
く
て
傑
作
枕
草
子
が
十
一
世
紀
初
頭
出
現
し

た
の
で
あ
る
。
清
少
納
言
と
い
う
異
色
の
作
家
を
育
て
あ
げ
、
 
「
枕
草
子
」
と

い
う
全
く
新
し
い
様
式
の
文
芸
作
品
を
世
界
に
贈
り
え
た
の
は
、
皇
后
定
子
の
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サ
ロ
ン
で
あ
る
。
拙
著
で
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
逆
境
に
あ
っ
て
も
常
に
春

風
台
蕩
、
明
朗
で
、
才
媛
た
ち
を
あ
た
た
か
く
見
守
る
、
こ
と
に
異
才
清
少
納

言
に
対
す
る
信
頼
と
愛
情
溢
れ
る
豊
か
な
心
、
女
房
達
の
才
能
を
見
抜
き
、
そ

れ
を
発
揮
さ
せ
る
資
質
と
学
才
と
を
そ
な
え
た
の
が
定
子
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

 
伊
周
は
学
才
は
「
日
の
本
に
あ
ま
る
」
と
称
さ
れ
な
が
ら
、
叔
父
の
豪
胆
な

道
長
の
前
で
は
す
く
む
よ
り
外
な
く
、
朝
堂
か
ら
逐
い
堕
さ
れ
、
一
宮
の
二
輪

ま
で
奪
わ
れ
た
が
、
大
鏡
に
、
 
「
さ
れ
ど
世
の
す
え
人
の
こ
㌧
う
も
よ
は
く
な

'
り
け
る
に
や
、
あ
し
く
お
は
し
ま
す
な
ど
申
し
か
ど
元
方
の
大
納
言
の
や
う
に

や
は
き
こ
え
さ
せ
た
ま
ふ
な
」
と
当
然
も
つ
べ
き
怨
恨
も
深
刻
に
も
て
ぬ
お
人

好
し
と
歯
が
ゆ
が
ら
れ
、
政
敵
、
老
成
親
王
の
誕
生
祝
に
の
こ
く
出
か
け
、

百
日
和
歌
序
を
回
る
と
は
、
何
た
る
こ
と
と
半
里
さ
れ
る
美
男
の
詩
人
貴
公
子
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
敦
康

 
隆
家
は
一
門
没
落
後
も
「
よ
の
人
は
宮
の
御
こ
と
あ
り
て
こ
の
殿
御
う
し
ろ

み
も
し
た
ま
は
ゴ
天
下
の
ま
つ
り
ご
と
は
し
た
㌧
ま
り
な
ん
と
そ
お
も
ひ
申
た

め
り
し
か
と
も
」
 
（
敦
盛
親
王
が
即
位
す
る
事
と
な
っ
て
隆
家
が
執
権
し
た
ら

天
下
の
政
治
は
よ
く
行
わ
れ
よ
う
と
の
期
待
を
も
た
れ
て
い
た
）
、
彼
は
眼
病

．
に
罹
り
、
大
弐
と
な
っ
て
下
向
し
た
が
、
刀
伊
の
書
志
に
遭
う
、
 
「
大
弐
殿
ゆ

み
や
の
も
と
す
ゑ
も
し
り
た
ま
は
ね
ば
い
か
ゴ
と
お
ぼ
し
け
れ
ど
や
ま
と
こ
、

う
か
し
こ
く
お
は
す
る
人
に
て
筑
後
・
肥
前
・
肥
後
九
国
の
人
を
お
こ
し
た
ま

ふ
を
ば
さ
る
こ
と
に
て
、
府
の
内
に
つ
が
う
ま
つ
る
人
を
さ
へ
を
し
こ
り
て

た
㌧
か
は
せ
給
け
れ
ば
、
か
や
つ
が
か
た
の
も
の
ど
も
い
と
お
ほ
く
し
に
け
る

は
。
さ
は
い
へ
ど
家
た
く
お
は
し
ま
す
け
に
い
み
じ
か
り
し
こ
と
た
ひ
ら
げ
た

ま
へ
る
殿
ぞ
か
し
。
お
ほ
や
け
大
臣
・
大
納
言
に
も
な
さ
せ
給
ぬ
べ
か
軌
し
か

ど
、
御
ま
じ
ら
ひ
た
え
に
た
れ
ば
た
ゴ
に
お
は
す
る
に
こ
そ
あ
め
れ
。
こ
の
な

か
に
む
ね
と
射
か
へ
し
た
る
も
の
ど
も
し
る
し
て
公
家
に
奏
せ
ら
れ
た
り
し
か

ば
、
み
な
賞
せ
さ
せ
た
嵐
ひ
き
。
種
下
は
壱
岐
守
に
な
さ
れ
、
其
子
は
大
宰
監

に
こ
そ
な
さ
せ
た
ま
へ
り
し
か
…
…
」
「
壱
岐
対
馬
の
国
の
人
を
い
と
お
は
く

刀
夷
国
に
と
り
て
い
き
た
り
け
れ
ば
新
羅
の
み
か
ど
い
く
さ
を
お
こ
し
給
て
み

な
う
ち
か
へ
し
た
ま
て
け
り
。
さ
て
つ
か
ひ
を
つ
け
て
馬
た
し
か
に
こ
の
嶋
に

を
く
り
給
へ
り
け
れ
ば
か
の
国
の
つ
か
ひ
に
は
、
大
震
、
金
三
百
両
と
ら
せ
て

か
へ
さ
せ
給
け
る
。
」
と
隆
家
の
豪
胆
、
政
治
力
、
大
政
治
家
と
し
て
の
非
凡

な
資
質
を
物
語
る
。
武
勲
を
た
て
た
配
下
、
拉
致
さ
れ
た
島
民
ら
へ
の
適
切

な
処
置
、
自
己
の
事
な
ど
問
題
外
と
い
う
隆
家
禽
は
、
今
次
敗
戦
で
み
せ
た
将

校
の
態
度
、
今
日
の
政
治
家
、
官
僚
の
そ
れ
と
比
較
す
る
時
、
容
易
に
な
い
人

物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
事
に
臨
ん
で
の
決
断
力
、
適
切
な
対
応
の
外
、

又
、
大
向
う
を
臆
ら
せ
る
演
出
の
才
が
隆
家
は
又
抜
群
つ

り

（82）



 
「
三
條
院
の
大
嘗
会
の
艘
に
き
ら
め
か
せ
た
ま
へ
り
し
さ
ま
な
ど
こ
そ
つ
ね

よ
り
も
こ
と
な
り
し
か
。
人
の
『
こ
の
き
は
＼
さ
り
と
も
く
づ
を
れ
た
ま
ひ
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ん
」
と
お
も
ひ
た
り
し
と
こ
ろ
を
た
が
へ
ん
と
お
ぼ
し
た
り
し
な
ん
め
り
ゅ
さ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
C

や
う
な
る
と
こ
ろ
の
お
は
し
ま
し
～
な
り
。
節
会
、
行
幸
に
は
か
ひ
ね
り
が
さ

ね
た
て
ま
つ
ら
ぬ
こ
と
な
る
を
、
単
衣
あ
を
く
て
つ
け
さ
せ
た
ま
へ
れ
ば
、

dも

み
ち
か
さ
ね
に
て
ぞ
み
え
け
る
う
へ
の
御
は
か
ま
龍
謄
の
二
重
織
物
に
て
い
と

め
で
た
く
け
う
ら
に
こ
そ
き
ら
め
か
せ
た
ま
へ
り
し
か
」
、
又
、
花
山
院
と
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
f

争
に
「
輪
つ
よ
き
御
車
に
い
ち
も
つ
の
御
車
牛
か
け
て
御
鳥
帽
子
、
直
衣
い
と

あ
ざ
や
か
に
さ
う
そ
か
せ
給
て
、
え
び
ぞ
め
の
織
物
の
御
三
貫
す
こ
し
み
い
で

さ
せ
給
て
、
祭
の
か
へ
さ
に
紫
野
は
し
ら
せ
給
君
達
の
や
う
に
、
ふ
み
い
た
に

い
と
な
が
や
か
に
ふ
み
し
だ
か
せ
給
て
、
く
～
り
は
つ
ち
に
ひ
か
れ
て
、
す
だ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

れ
い
と
た
か
や
か
に
ま
き
あ
げ
て
雑
色
五
六
十
人
ば
か
り
に
こ
ゑ
の
あ
る
か
ぎ

り
ひ
ま
な
く
御
さ
き
ま
い
ら
せ
給
」
a
b
、
で
や
＼
と
も
す
れ
ば
、
人
目
を
ア

ッ
と
驚
か
す
演
出
を
す
る
。
そ
の
桁
外
れ
の
才
能
と
効
果
を
楽
し
く
語
り
き
か

せ
る
。
 
a
～
9
は
い
か
に
目
を
驚
か
せ
る
、
楽
し
く
美
し
い
演
出
で
あ
っ
た

か
、
し
か
も
、
大
人
気
な
い
花
山
院
の
「
か
ち
え
さ
せ
給
へ
り
け
る
を
い
み
じ

と
お
ぼ
し
た
る
さ
ま
も
こ
と
し
も
あ
れ
、
」
ま
こ
と
し
き
こ
と
の
や
う
な
り
」
と

非
難
す
る
大
鏡
作
者
は
、
隆
家
の
方
は
「
『
無
益
の
事
を
も
い
ひ
て
け
る
か
な
、

い
み
じ
き
ぞ
く
か
う
と
り
つ
る
』
と
て
こ
そ
、
わ
ら
ひ
た
ま
ふ
け
れ
」
と
花
山

院
よ
り
一
廻
り
大
き
い
人
物
と
し
て
扱
う
。
こ
の
天
下
を
ア
ッ
と
い
わ
せ
る
趣

向
の
才
、
服
飾
感
覚
は
姉
皇
盾
定
子
に
共
通
の
資
質
で
あ
る
。
1
8
才
の
定
子
は

、
宮
廷
の
慣
例
を
破
っ
て
五
節
の
舞
姫
を
出
し
、
そ
の
か
し
づ
き
を
1
2
人
申
1
0
人

サ
ロ
ン
の
文
芸
活
動
 
-
皇
后
定
子
と
そ
の
系
流
一
（
1
）

出
し
た
。
奇
想
天
外
の
小
忌
衣
装
で
揃
え
て
天
下
を
驚
歎
き
せ
た
。
後
世
こ
の

趣
向
は
追
随
者
が
出
る
程
、
人
々
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

 
今
日
残
存
す
る
歌
合
中
最
古
の
も
の
は
、
平
安
朝
歌
合
大
成
に
よ
れ
ば
民
部

卿
行
平
歌
合
で
あ
る
。
業
平
の
兄
で
あ
る
。
次
は
仁
和
三
年
八
月
廿
六
日
以
前
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中
将
御
息
所
歌
合
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
筆
者
は
拙
著
で
、
業
平
女
（
中
将
御
三

郎
）
主
催
歌
合
か
と
考
え
て
い
る
。
業
平
・
悟
子
の
み
や
び
、
在
原
家
門
に
あ

る
和
歌
を
よ
す
が
の
歌
会
、
サ
ロ
ン
の
系
脈
に
、
長
屋
王
以
来
の
詩
人
の
血
統

を
う
け
つ
ぐ
高
階
門
流
の
長
屋
王
詩
聖
へ
の
讃
美
、
憧
憬
の
系
脈
と
が
、
一
つ

と
な
っ
て
高
階
流
と
な
り
、
貴
子
を
へ
て
定
子
へ
と
、
更
に
鯨
子
、
卵
子
、
謀

子
へ
と
、
サ
ロ
ン
の
血
脈
は
流
れ
て
ゆ
く
。
仁
王
詩
苑
は
新
羅
使
臣
を
迎
え
て

の
国
際
的
な
華
麗
な
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
た
か
も
唐
朝
天
子
の
詩
苑
が
朝
貢
諸

蕃
の
使
臣
を
加
え
た
よ
う
に
。
そ
の
声
誉
を
誇
り
を
も
っ
て
語
り
つ
ぐ
高
階
門

流
に
、
更
に
誇
り
高
き
一
宮
の
、
三
代
公
主
の
詩
議
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
当

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
や
び

代
有
名
歌
人
業
平
を
迎
え
て
の
風
流
が
あ
り
、
そ
れ
の
血
脈
も
流
れ
こ
ん
で
貴

子
か
ら
定
子
へ
と
、
白
氏
文
集
の
指
導
と
共
に
、
語
り
伝
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
定
子
以
前
の
サ
ロ
ン
は
、
歌
合
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
殊
に
耳
蝉
院
以
前
は

唐
事
公
主
サ
ロ
ン
の
よ
う
に
、
帝
の
後
援
に
よ
る
有
名
歌
人
を
招
い
て
の
歌
合

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
選
子
が
、
齋
院
の
つ
れ
み
＼
に
自
己
の
サ
ロ
ン
の
女
房
達

と
、
和
歌
を
よ
み
あ
う
、
語
り
あ
う
サ
ロ
ン
に
し
あ
げ
た
。
定
子
は
、
そ
の
よ

う
な
平
凡
な
歌
の
サ
ロ
ン
に
満
足
せ
ず
、
物
語
評
論
、
自
然
・
人
間
・
文
化
に

か
か
わ
る
論
を
サ
ロ
ン
の
テ
ー
マ
と
し
た
。
こ
と
に
白
氏
文
集
の
世
界
に
憧
れ

て
暮
b
た
。
殊
に
、
そ
の
才
能
を
渾
る
と
こ
ろ
な
く
「
あ
い
ぎ
や
う
」
あ
み
て

い
で
発
揮
し
た
大
胆
さ
と
気
位
（
五
節
の
舞
姫
）
。
逆
境
に
あ
っ
て
道
長
の
妨

害
に
あ
い
な
が
ら
、
神
経
質
に
も
な
ら
ず
、
鷹
揚
に
か
ま
え
、
笑
を
た
や
さ
ぬ

（83）



サ
ロ
ン
形
成
i
（
「
大
進
生
昌
が
家
に
」
の
段
で
は
「
笑
ふ
」
 
「
笑
ひ
」

 
「
笑
へ
ば
」
が
1
1
回
も
出
る
）
一
は
非
凡
で
あ
る
。
申
関
白
道
隆
ゆ
づ
り
の

鷹
揚
、
明
朗
、
豪
胆
、
あ
い
ぎ
ょ
う
溢
れ
る
気
質
に
、
二
位
新
発
奮
成
忠
の
し

・
た
＼
か
な
気
質
も
伝
っ
て
、
ま
さ
に
傑
出
し
た
サ
ロ
ン
の
主
人
公
定
子
が
出
現

し
た
の
で
あ
る
。
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